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銀活性リン酸塩ガラスは、我が国の個人線量計の一つとして知られ、宇宙環境における線量計

測にも応用されている。ラジオフォトルミネッセンス（RPL）と呼ばれる発光蛍光量から、蓄積

された線量値を読み出す原理に基づいている。粒子線がん治療や宇宙環境では、重荷電粒子線や

中性子線等が混在した複雑な放射線場であるために、適切な線量評価のためには、入射粒子の線

エネルギー付与（LET）を精密に測定し、LET スペクトルから吸収線量を求める必要がある。し

かしながら、従来の RPL 法では、その発光効率が LET の関数として減少するために線量値を過小

評価するだけでなく、個々の LET 情報は得られないので、混在場では LET を平均値として評価せ

ざるを得ないのが現状である。本研究では、銀活性リン酸塩ガラスをエッチング処理することに

より飛跡検出器として利用し、RPL とイオントラックの両方の情報を取得することに成功した。

これにより、ルミネッセンスと核飛跡の両方の情報を利用したセルフキャリブレーションの可能

性があるとともに、異なった物理過程を同一素子内で観測できることから電離損失・励起過程に

関する新たな知見を与える可能性が考えられる。本講演では、銀活性リン酸塩ガラスの飛跡検出

器としての性能と応用、また RPL とイオントラックの相関関係に関する基礎特性について報告す

る。 
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